

























































































審査結 果 の 要
旨
 温泉浴が倉1}傷治癒を促進することは既に明らかであるが,温泉の有効成分に関しては未知な点
 が多い。著者は温泉浴の創傷治癒に及ぼす影響を各種の実験により比較検討して,創傷治癒機転
 に温泉に含まれる硫酸塩類が重要左意義を持つであろうことを推測し,これを参考論文として難
 表している。この事実を立証するため,本論交で更に次の如き実験を行った。即ち成熟家兎の背
 腰部に皮膚剥離鰯を作成し,GaSO4訓恥S飢及びム㌔(SO4㌔の5硫酸塩類を用いて単独溶液
 及び混合溶液各5極,計6種の0.02モル溶液を作り、連続全身浴を実施した。
 繭面備小継穂係勲ぴ幽の考案せる当獺聯・14。鍼少する蜘(謝る購
 を笑出して比較すると共に,各種の組織学的検索を行った。著者の得た結果を要約すると次の通
 りである。
 1.創傷面積縮小度は硫酸塩類溶液温浴群が最も優秀であり,鳴子地区の各種温泉浴群かこれ'
 に次ぎ,無浴群は著しく劣っている0
 2.』組織学的観察によれ者ま硫酸塩頬溶液温浴は菊1生.上皮D伸長を助長し,肉芽1組織にお・いては
 血管償増殖と膠原線維の形成を促進する。ごの作劇は各種温泉浴にま1ヒし遜色を示さ攻い。
 5.硫酸塩類溶液温浴により肉芽組織にむけるアルカリ刀'ス7アターゼの活性度は砦萌に減弱し・,
 新生上皮内糖原は顕著な増加を示す。一方面積縮小度の優れているもの程フオメフアターピの反
 応が低下し,紳ll三上皮内糖原の増量ヒ計る傾向がみられる。
 4.ea804・Naβ04・A12(SO4)};はいずれも箱U傷治癒促進成分であり,特にSO4に重
 要な意義があるものと、習じ菩される0
 5.人工温泉はその濃度・配合率の如何によっては・天然温泉より創傷治癒に効果的なものが
 得られる。
 以上著者は硫酸塩類溶液温浴の創傷治癒に及ぼす影響を各方面より検討し、又各種温泉浴
 の場合とも比較して,硫酸塩類が創傷治癒促進成分なることを確認した。この事実は人工温泉又・
 は創傷治癒促運剤の発達に寄与する所大であり,一方創傷治癒経過にむける糧織化学的変動を種
 々 走る場合について明らかにしたもので,外科臨床しと寄:与するところが大きい。
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